
セメントに急硬性を付与するセメント改質・混和型急結剤

希釈倍率により、硬化時間を数10秒から数10分間に渡り
任意に調節することが出来ます。

セメントと速やかに反応し、数分間にてセメントを固結
します。

湧水や漏水による水のしみ出しを急速に防止する止水材
として最適です。

標 準 仕 様

荷　　姿

・ 地下構造物、地下道、トンネル、水路の止水・充填
・ 側溝、舗道、ブロックの緊急を要する施工・補修

18ℓ一斗缶、4ℓポリ缶 (1 ケース 4缶入り）、1ℓポリ缶 (1 ケース 18 缶入り )

用　　途

急 硬 標 準 時 間

注）上記は気温 20℃の場合の標準時間です。セメントの新旧、骨材の種類や配合、温度などにより急硬時間は異なります。
　　施工前に少量練り混ぜを行い、急硬時間をご確認の上、ご使用下さい。



■亜鉛・アルミ建材には化学反応で材質に変化を生じる場合がありますので、使用しないで下さい。
■トーヨーセメント急結剤を混入したセメントは、10 数秒で凝結を始めるので、速やかに練り混ぜ
作業を行って下さい。

■凝結の始まったセメントを混ぜかえすと、著しく強度が下がる場合があるためご注意下さい。
■セメントは新しいものを使用し、砂・砂利は塩分の無い乾燥したもので、泥や土の混ざらないもの
を使用して下さい。

■セメントは普通ポルトランドセメントを使用して下さい。早強セメント等の使用はできません。
■トーヨーセメント急結剤は急速に作用するため、一時に多量の練り混ぜはできません。
■硬化時間は、温度や砂の量、セメントの新旧などによっても変動するため施工に際しては必ず施工
前に少量練り混ぜを行い、急硬時間をご確認の上、ご使用下さい。

漏水箇所の止水方法

施工上の注意

１．容器にセメントとトーヨーセメント急結剤を入れ、ゴム手袋を用いて手早く練り上げて下さい。
　　一度に多量練ると、使い切らない内に硬化しますので、注意して下さい。
２．練り上がりを泥ダンゴくらいの硬さにし、漏水箇所に強く押し込み、硬化するまでの間、押さえ
　　込んで下さい。
３．止水完了後は、防水モルタル（トーヨーセメント防水剤入り）を塗り込んで押さえて下さい。




